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本
論
文
は
、
平
成
二
四
年
度
の
筑
紫
女
学
園
大
学
研
究
助
成
を
受
け
た
、
大
津

忠
彦
（
本
学
ア
ジ
ア
文
化
学
科
・
教
授
）、
鷺
山
智
英
（
本
学
人
間
文
化
研
究
所
・

客
員
研
究
員
）、
緒
方
知
美
（
本
学
ア
ジ
ア
文
化
学
科
・
講
師
）
三
名
に
よ
る
共

同
研
究
「
筑
紫
女
学
園
大
学
に
お
け
る
文
化
財
調
査
デ
ー
タ
の
収
集
と
活
用
」
の

成
果
報
告
で
あ
る
。本
研
究
に
着
手
す
る
ま
で
の
経
緯
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
平
成
一
八
年
度
に
翌
年
の
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
「
浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
研
究
代
表
者
・
中
川

正
法
）
に
着
手
し
た
。
本
事
業
は
そ
の
後
、
六
年
間
に
わ
た
り
「
西
国
真
宗
文
化

財
調
査
研
究
」（
平
成
一
九
・
二
〇
年
度
特
別
研
究
助
成
）、
同
「
北
部
九
州
真
宗

文
化
財
調
査
研
究
」（
平
成
二
一
・
二
二
・
二
三
年
度
特
別
研
究
助
成
）
の
名
称
で

継
続
さ
れ
た
。
執
筆
者
は
美
術
史
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
本
活
動
に
共
同
研
究
員

と
し
て
参
加
し
、
寺
院
調
査
や
デ
ー
タ
整
理
作
業
な
ど
携
わ
っ
た
が
、
そ
の
過
程

で
、
こ
れ
ら
蓄
積
さ
れ
た
文
化
財
デ
ー
タ
を
素
材
と
し
て
、
新
た
な
領
域
の
研
究

が
展
開
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
平

成
二
四
年
度
、
本
学
が
既
に
着
手
し
た
浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
の
現
状
を
見

な
お
し
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
本
学
に
と
っ
て
望
ま
し
い
文
化
財
調
査
研
究

活
動
の
将
来
像
を
提
示
す
る
目
的
で
本
研
究
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
。

　

地
域
の
中
小
寺
院
に
は
、
莫
大
な
数
量
の
近
世
以
降
の
文
化
財
が
伝
え
ら
れ
て

筑
紫
女
学
園
大
学
に
お
け
る
文
化
財
調
査
デ
ー
タ
の
収
集
と
活
用

　
附
、
厳
浄
寺
史
料
翻
刻

緒

方

知

美



二

い
る
。
そ
れ
ら
は
人
文
学
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
素
材
と
な
り
う
る
が
、
そ
の
総

体
は
把
握
困
難
で
、
悉
皆
的
調
査
の
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
本
学
が
着

手
し
た
地
域
と
宗
派
を
限
定
し
て
の
寺
院
文
化
財
調
査
で
あ
れ
ば
、
そ
の
実
現
可

能
性
は
高
ま
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
未
開
拓
領
域
の
調
査
研
究
を
進
め
る
た
め

に
は
、
主
催
者
側
で
の
目
的
と
方
法
の
明
確
化
が
必
須
と
な
る
。

　

本
研
究
「
筑
紫
女
学
園
大
学
に
お
け
る
文
化
財
調
査
デ
ー
タ
の
収
集
と
活
用
で

は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
く
む
た
め
、
六
年
間
の
本
活
動
の
共
同
研
究
員
と

し
て
関
与
し
た
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、大
津
（
考
古
学
）、鷺
山
（
真
宗
史
）、緒
方
（
美

術
史
）
の
研
究
分
野
を
異
に
す
る
三
名
の
共
同
で
実
施
し
た
。
内
容
は
、
文
化
財

関
連
機
関
の
視
察
と
研
究
会
（
史
料
講
読
会
）
の
実
施
と
意
見
交
換
で
あ
り
、
そ

の
成
果
を
本
論
文
に
集
約
さ
せ
て
い
る
。
集
約
と
し
て
の
本
論
文
執
筆
は
、
共
同

研
究
員
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、執
筆
者
の
個
人
的
責
任
の
も
と
で
行
っ
て
い
る
。

第
一
章　

文
化
財
調
査
デ
ー
タ
収
集
と
活
用
の
現
状
と
課
題

　

筑
紫
女
学
園
大
学
に
お
け
る
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
の
六
年
間
の
活
動
成
果
に

つ
い
て
は
、
既
に
栗
山
俊
之
氏
に
よ
る
報
告
が
「
博
多
萬
行
寺
史
料
―
七
里
三
河

法
橋
頼
周
関
係
史
料
そ
の
一
―
」（『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
人
間
文
化

研
究
所
年
報
』第
二
三
号
、二
〇
一
二
年
）に
あ
り
、筆
者
も
同
誌
掲
載
の
論
文「
北

部
九
州
真
宗
文
化
財
調
査
報
告
～
近
世
真
宗
の
う
み
だ
し
た
文
化
的
環
境
～
」
で

言
及
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
本
論
文
で
は
、
本
学
の
文

化
財
調
査
研
究
活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
目
的
と
方
法
、
メ
ン
バ
ー
、
活

動
の
意
義
の
三
点
か
ら
考
え
る
。

第
一
節
　
目
的
と
方
法

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
時
の
目
的
は
「
九
州
を
中
心
と
す
る
西
日
本
に
お
い

て
伝
播
発
展
し
た
真
宗
文
化
の
足
跡
を
た
ど
り
つ
つ
、
従
来
の
文
化
財
調
査
に
お

い
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
『
真
宗
文
化
財
』
を
調
査
し
、
西
国
に
お
け
る
浄
土
真

宗
の
伝
播
研
究
の
一
助
と
な
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ⅰ
。
こ
の
目
的
達
成
の

た
め
に
は
、
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
真
宗
寺
院
の
文
化
財
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
に
作
業
を
進
め
る
か
と
い
う
具
体
的
な
基
本
方
針
の
策
定
が
必
要
と
さ

れ
る
。
そ
の
基
本
方
針
の
策
定
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
成
果
が
期
待
で

き
る
の
か
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
学
文
化
財
調
査
研
究
の
六
年
間
の
成
果
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
真
宗
史
を
含
む
歴
史
学
と
美
術
史
と
も
接
点
を
持
つ
文
化
史
学
の
二

分
野
が
中
核
と
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
ⅱ
。

第
二
節
　
メ
ン
バ
ー

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
六
年
の
活
動
期
間
で
大
き
く
変
化
し

た
。も
と
も
と
は
学
内
共
同
研
究
と
し
て
本
学
教
員
六
人
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
が
、

最
終
年
度
に
は
学
内
教
員
三
名
と
客
員
研
究
員
を
加
え
た
四
名
を
中
心
に
、
学
外

の
専
門
を
異
に
す
る
研
究
者
の
協
力
を
得
て
調
査
が
実
施
さ
れ
た
ⅲ
。
ま
た
、
研

究
部
門
に
関
し
て
は
、
研
究
員
に
よ
る
個
人
研
究
の
外
に
、
史
料
講
読
会
の
形
で

の
共
同
研
究
が
進
展
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
調
査
研
究
の
内
容
に
応
じ
て
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
参
加
す
る

と
い
う
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
構
成
が
実
現
し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
い
っ
て
よ



三

い
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
本
学
教
員
、
学
外
研
究
者
（
教
育
委
員
会
や
市
史
編
纂

室
の
職
員
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
員
、
学
芸
員
）、
大
学
院
生
な
ど
、
研
究

者
と
し
て
の
所
属
も
立
場
も
専
門
分
野
も
異
な
っ
て
い
る
。本
調
査
研
究
活
動
は
、

こ
の
よ
う
に
研
究
者
の
交
流
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
え
る
。

第
三
節
　
活
動
の
意
義

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、学
園
の
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
着
手
さ
れ
た
が
、

翌
年
か
ら
教
員
個
人
の
一
般
研
究
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
切
り
替
わ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
文
化
財
の
調
査
研
究
は
、
組
織
的
で
長
期
的
な
取
り
組
み
を
前
提
と

す
る
、
人
文
学
研
究
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。
公
的
性
格
が
強
い
た
め
、
地
域
文
化

財
調
査
は
、
地
方
公
共
団
体
が
主
導
す
る
場
合
が
多
い
が
、
近
年
、
公
的
な
機
関

に
お
い
て
文
化
財
関
連
予
算
が
減
少
し
、
調
査
研
究
活
動
の
継
続
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
ⅳ
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
が
地
域
文
化
財
調
査

研
究
へ
参
画
す
る
こ
と
へ
の
社
会
的
期
待
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
け
創

立
の
背
景
に
福
岡
県
の
真
宗
寺
院
の
協
力
を
得
た
と
い
う
経
緯
を
持
つ
本
学
に

と
っ
て
ⅴ
、
地
域
の
真
宗
文
化
財
を
対
象
と
し
た
調
査
研
究
は
、
学
外
か
ら
の
需

要
に
応
え
る
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
特
色
あ
る
研
究
機
関
と
し
て
の
学
内
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
構
築
の
た
め
に
当
に
相
応
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。ⅵ

　

こ
の
よ
う
に
、
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
活
動
が
本
学
に
と
っ
て
重
大
な
意
義
を

も
つ
こ
と
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、本
活
動
を
大
学
主
催
の
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、

組
織
的
・
継
続
的
に
そ
の
活
動
を
展
開
し
、
地
域
や
学
会
に
対
し
て
研
究
機
関
と

し
て
の
貢
献
を
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
成
果
公
開
に
関
し
て
は
、
調
査
デ
ー
タ
の

公
開
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し

て
、
次
章
で
、
文
化
財
関
連
施
設
の
視
察
成
果
を
参
考
と
し
、
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
糸
口
を
見
出
し
た
い
。

第
二
章　

文
化
財
調
査
デ
ー
タ
収
取
・
活
用
の
展
望

　
第
一
節
　
文
化
財
関
連
機
関
の
視
察
結
果

　

本
学
の
文
化
財
調
査
研
究
活
動
の
組
織
化
に
向
け
て
の
参
考
と
す
る
た
め
、
文

化
財
調
査
デ
ー
タ
を
保
管
し
活
用
し
て
い
る
文
化
財
関
連
機
関
七
施
設
を
視
察

し
、
そ
の
活
動
の
状
況
を
確
認
し
た
。
機
関
の
選
択
基
準
は
、
第
一
に
機
関
の
所

在
す
る
地
域
、
第
二
に
調
査
研
究
の
対
象
で
あ
る
。
地
域
限
定
の
文
化
財
調
査
を

行
う
上
で
、
地
域
を
同
じ
く
す
る
組
織
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
判
断
し
、
視
察
対
象
を
本
願
寺
史
料
研
究
所
以
外
す
べ
て
本
学
と
同
県
内
に
所

在
す
る
機
関
に
限
定
し
た
。
ま
た
、
真
宗
寺
院
を
対
象
と
す
る
調
査
活
動
を
行
う

機
関
と
し
て
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
は
、
真
宗
史
研
究
に
特
化
し
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
お
り
、
柳
川
古
文
書
館
と
御
花
の
二
館
は
、
柳
川
市
史
編
纂
事
業
の
一
環

と
し
て
柳
川
市
内
の
美
術
関
係
調
査
（
平
成
八
年
か
ら
一
五
年
度
）
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
調
査
対
象
寺
院
の
う
ち
真
宗
寺
院
の
占
め
る
部
分
は
六
割
を
超
え

て
い
る
。ⅶ

　

表
「
文
化
財
関
連
機
関
視
察
結
果
」
に
は
、
視
察
結
果
を
、
機
関
の
設
立
経
緯
、

デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
公
開
、
そ
の
ほ
か
の
活
動
の
四
項
目
に
分
け
て
ま
と
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
概
観
し
、
本
学
と
の
異
同
を
み
て
み
る
。
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表　文化財関連機関視察結果
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日
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者

：
大

津
・

緒
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『福岡県史』編纂資料を

移管（県史編纂のための

二次データ含む）。 

一九四八年設置の真宗史

編纂所、五六年改組の本

願寺史料編纂所を経て六

六年現組織に。『本願寺

史』編纂活動が母体。本

願寺宗務所伝来史料・西

本願寺宝物保管。全国寺

院採訪データ保管。 

太宰府文化ふれあい館の

活動のうち考古資料を独

立させ、データ・現物を

整理。 

一九九六年、歴史の散歩

道の中核施設として、市

民の学習に寄与する。 

二〇〇六年、『太宰府市

史』編纂過程で収集した

行政・諸家文書を引き継

ぐ。 

柳川藩の藩主立花家の伝

世品を保存・管理。立花

家文書は柳川古文書館

に。一九五一年発足の御

花歴史資料館、九四年開

館御花史料館を経て二〇

一一年現組織に。 

筑後地方の古文書の保

存・管理のため、県が設

立し柳川市が運営する。

一九八五年公開。 

設立経緯 

現在は自主調査は

行わず、主に市町

村調査に協力。史

料の緊急保管場所

として機能。県立

図書館の整理デー

タにリンク。史料

は寄託・寄贈。 

保管史料の調査整

理（年代別箱）、目

録化。全国の真宗

寺院採訪調査デー

タ（元禄時代以前

の作品を撮影・調

書化）保管。 

現場写真フィルム

の保管とデジタル

化。 

現物は分類して保

管。 

太宰府の歴史、考

古、民俗、文書資

料の収集・保管（考

古資料は教育委員

会）。市民情報をも

とに収集。 

太宰府の公文書、

太宰府地域の文書

から選択、調査を

もとに寄・寄託を

受け、整理・公開。  

収蔵品情報をデー

タベース化。現在

は調査現場で野帳

を入力し写真調書

を取る。 

寄託史料・所蔵史

料を史料群ごとに

目録化し冊子媒体

で公刊。 

データ収集 

閲覧希望者に対応。図書閲覧室

（開架）にてパソコン検索、奥

に貴重書閲覧室。県史史料目録

はホームページに掲載。二次デ

ータは県立図書館からデュー

プし冊子化。閲覧までは館の許

可（所蔵者の意志確認）、掲載

は所蔵者の許可。 

保管史料は閲覧希望者に対応。

目録により申請受付（内規・申

請書式有）。採訪調査データは

原則非公開、紹介による場合は

許可、但し所蔵者からの閲覧許

可必要。 

調査データ閲覧はしていない。

今後市民遺産として公開する

方向。報告書はpdf付とし、九

博ホームページに掲載。 

調査データ閲覧はしていない。

「平成二一・二二年度文化財総

合的把握モデル事業」で文化財

調査報告書作成。 

閲覧希望者に対応。所蔵者と公

開契約を結びデータ目録・閲覧

申請書をホームページに掲載。

利用規定あり。 

機関内部のみで利用。館での作

業の軽減化を目的とする。 

「データベースが館の一部と

なるべき」との理念で、古文書

館、文献、展覧会情報とリンク。  

閲覧希望者に対応。アクセス制

限（内容・所蔵者意向）あり。

閲覧許可は館で取り更新する

形式。 

データ公開 

常設展・企画展で展示。閲

覧希望は年間四四件。 

史料仮目録を『地域史』に

掲載。今後は県史編纂資料

に再検討を加える。 

寺院採訪データを『本願寺

教団史料』として刊行。図

書館と共催で龍大本館閲覧

室で展示（『本願寺史料研究

所解説五〇周年展カタロ

グ』）。 

「文化財保存活用計画―文

化遺産から始まるまちづく

り」「景観まちづくり」「歴

史風致推進向上計画」など、

市民連携を重視。文化財ボ

ランティア、市民遺産活動。  

歴史・現代・「昔のくらし展」

の恒例企画展。イベントで

アウトリーチ活動。成果は

『年報 太宰府学』に。『都

府楼』年二回。「まるごと太

宰府博物館」構想のコアと

して活動。 

研究成果を『年報 太宰府

学』（既刊六号）に掲載。史

料はふれあい館で一時展

示。 

常設展・企画展で展示。デ

ータベース形式は大名道具

所蔵間（有馬記念館、鍋島

徴古館、小笠原記念館など）

で共通。 

閲覧促進の為の展示、寄

託・所蔵品の紹介。古文書

講座を毎年開催。 

その他の活動 

（研究、教育、普及など） 

機関日時
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第
一
項
　
機
関
の
設
立
経
緯
と
デ
ー
タ
収
集

　

機
関
の
設
立
経
緯
と
デ
ー
タ
収
集
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心
的
活
動
の
性
格
か

ら
次
の
三
種
類
に
大
別
で
き
よ
う
。
第
一
に
ア
ー
カ
イ
ブ
、
第
二
に
特
定
主
体
の

活
動
遺
産
、
第
三
に
一
定
の
計
画
下
で
の
調
査
デ
ー
タ
で
あ
る
。

　

第
一
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
機
関
に
分
類
で
き
る
の
は
、柳
川
古
文
書
館（
柳

川
市
史
編
纂
史
料
）、
太
宰
府
市
市
史
資
料
室
（
太
宰
府
市
史
編
纂
史
料
）、
本
願

寺
史
料
研
究
所
（
本
願
寺
史
編
纂
史
料
）、
九
州
歴
史
資
料
館
（
福
岡
県
史
編
纂

史
料
）
の
四
機
関
で
あ
る
。
地
方
史
や
寺
院
史
の
編
纂
に
伴
っ
て
収
集
さ
れ
た
史

料
の
保
管
・
整
理
を
活
動
の
中
心
と
し
て
い
る
。

　

第
二
の
特
定
主
体
の
活
動
遺
産
を
保
管
す
る
機
関
は
、
御
花
（
柳
川
藩
主
立
花

家
の
伝
世
品
）、太
宰
府
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
（
大
宰
府
史
跡
の
発
掘
資
料
）、

本
願
寺
史
料
研
究
所
（
本
願
寺
宗
務
所
伝
来
史
料
）
の
三
機
関
で
あ
る
。

　

第
三
の
一
定
の
計
画
下
で
の
調
査
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
機
関
と
し
て
は
、
太
宰

府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
（
太
宰
府
の
歴
史
、
考
古
、
民
俗
、
文
書
資
料
）
と
本
願

寺
史
料
研
究
所
（
全
国
真
宗
寺
院
採
訪
資
料
）
が
あ
る
。
第
一
の
地
方
史
や
寺
院

史
の
編
纂
も
基
本
的
に
こ
の
第
三
類
と
性
格
が
共
通
し
て
い
る
が
、
史
書
編
纂
と

い
う
単
一
目
的
を
持
つ
点
が
異
な
る
。
第
三
類
は
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
広
範
囲

で
、
活
動
計
画
も
随
時
変
更
し
う
る
。
本
学
の
活
動
も
こ
こ
に
あ
て
は
ま
る
だ
ろ

う
。

第
二
項
　
デ
ー
タ
公
開

　

デ
ー
タ
公
開
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
希
望
者
に
対
応
す
る
方
式
を
と
る
の
が
四
機

関
、
内
部
利
用
の
み
が
三
機
関
で
あ
る
。
閲
覧
希
望
者
対
応
で
は
、
デ
ー
タ
ま
た

は
冊
子
形
式
の
目
録
を
準
備
し
、
申
請
書
の
提
出
を
経
て
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

現
在
は
内
部
閲
覧
の
み
と
し
て
い
る
デ
ー
タ
で
も
、
将
来
的
に
市
民
遺
産
と
し
て

公
開
す
る
方
向
で
あ
っ
た
り
、
紹
介
者
の
あ
る
場
合
は
閲
覧
を
許
可
し
た
り
し
て

い
る
。
完
全
な
内
部
閲
覧
と
す
る
の
は
私
立
美
術
館
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
公
共
性
の
強
い
文
化
財
関
連
機
関
で
は
、
希
望
者
に
対
す
る
デ
ー
タ
公
開
が

原
則
と
な
っ
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
閲
覧
の
際
の
問
題
と
な
る
の
は
、所
蔵
者
か
ら
の
閲
覧
許
可
で
あ
る
が
、

閲
覧
希
望
者
が
個
別
に
取
得
す
る
場
合
と
、
機
関
が
調
査
時
に
取
得
す
る
場
合
が

あ
る
。
利
便
性
の
上
で
は
後
者
が
望
ま
し
い
。　

　

本
学
の
研
究
機
関
と
し
て
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
他
の
文
化
財

関
連
機
関
と
同
様
、
閲
覧
希
望
者
対
応
の
調
査
デ
ー
タ
公
開
が
望
ま
れ
る
。

第
三
項
　
そ
の
ほ
か
の
活
動

　

視
察
対
象
と
し
た
七
機
関
の
う
ち
、
展
示
施
設
を
保
有
す
る
四
機
関
で
は
恒
常

的
に
、
そ
れ
以
外
の
資
料
室
、
教
育
委
員
会
、
研
究
所
で
も
臨
時
的
・
限
定
的
な

形
で
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
成
果
の
発
表
は
、
目
録
、
報
告
書
、
紀
要
な
ど

の
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
活
動
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
環

と
し
て
の
地
域
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

デ
ー
タ
収
集
の
経
緯
は
様
々
に
異
な
っ
て
い
て
も
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
が
、
そ

の
機
関
の
活
動
の
展
開
を
導
き
、
そ
の
組
織
の
性
格
を
決
定
し
て
い
る
。
本
学
の

収
集
し
た
調
査
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
現
在
、
研
究
部
門
で
論
文
執
筆
、
報
告
書

刊
行
や
史
料
翻
刻
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、教
育
普
及
部
門
に
は
未
着
手
で
あ
る
。

本
学
は
学
芸
員
課
程
も
つ
た
め
、
本
活
動
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
な
ど
が
今
後
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の
課
題
と
な
ろ
う
。

第
二
節
　
本
学
文
化
財
調
査
研
究
の
将
来
展
望

　

人
文
学
研
究
は
、問
題
設
定
と
素
材
選
定
が
密
接
に
連
携
し
あ
っ
て
進
展
す
る
。

何
を
研
究
素
材
と
す
る
か
で
問
題
が
浮
か
び
上
が
り
、
何
を
問
題
に
す
る
か
で
素

材
の
選
定
が
左
右
さ
れ
る
。
美
術
史
学
で
は
美
的
価
値
を
問
題
に
し
て
美
術
作
品

を
素
材
と
し
、
真
宗
史
で
は
真
宗
関
連
史
料
を
素
材
と
し
、
政
治
史
は
政
治
史
料

の
み
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
問
題
と
素
材
の
関
係
を
逆
か
ら
捉
え
る
と
、
未
開
拓

の
研
究
素
材
の
収
集
は
、
新
た
な
問
題
設
定
を
可
能
と
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
研
究

成
果
を
生
み
だ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ⅷ
。

　

江
戸
時
代
、
寺
請
制
度
の
も
と
で
寺
院
は
政
治
宗
教
の
両
面
か
ら
人
々
の
生
活

に
関
与
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
地
域
中
小
寺
院
に
伝
わ
る
文
化
財
は
人
々
の
生

活
を
知
る
た
め
有
効
な
研
究
素
材
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
現
在
の
歴
史
資
料
収
集

に
お
い
て
主
流
と
な
っ
て
い
る
史
料
群
ご
と
の
収
蔵
形
態
に
応
じ
た
一
括
調
査
の

方
法
ⅸ
に
準
じ
、
文
化
財
に
つ
い
て
も
個
別
調
査
で
な
く
悉
皆
調
査
を
行
う
こ
と

で
、
そ
の
史
料
群
全
体
を
素
材
と
し
た
新
た
な
学
問
的
展
開
の
可
能
性
が
開
か
れ

る
で
あ
ろ
う
。

結　

論

　

本
学
の
文
化
財
調
査
研
究
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
提
言
し
た

い
。
目
的
と
し
て
地
域
の
文
化
史
学
と
真
宗
史
を
ふ
く
む
歴
史
学
の
二
分
野
を
中

核
に
お
い
て
研
究
を
行
う
こ
と
を
明
示
し
、
方
法
と
し
て
地
域
と
宗
派
を
限
定
し

た
文
化
財
調
査
を
悉
皆
的
に
お
こ
な
う
こ
と
を
原
則
と
し
、
様
々
な
メ
ン
バ
ー
の

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
参
加
形
態
を
保
持
し
、
デ
ー
タ
公
開
や
史
料
講
読
会
に
よ
っ
て

共
同
研
究
の
芽
を
育
て
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
大
学
主
催
の
事
業
と
し
て
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
、
本
学
の
研
究
機
関
と
し
て
の
意
義
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

学
園
一
〇
〇
周
年
事
業
と
し
て
着
手
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
成
果
の
即
効
性
が
望

め
な
い
文
化
財
調
査
の
性
格
と
、
真
宗
文
化
財
と
い
う
未
踏
の
研
究
領
域
で
あ
る

こ
と
が
原
因
で
、
現
在
ま
で
本
活
動
の
将
来
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
不
明
瞭
な
ま
ま
で

あ
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
不
明
瞭
さ
に
こ
そ
、
既
存
の
も
の
で
な
い
、
新

た
な
研
究
展
開
へ
の
可
能
性
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
域

と
宗
派
を
限
定
し
た
中
小
寺
院
文
化
財
と
い
う
共
通
素
材
に
対
し
、
二
つ
の
学
問

的
分
野
か
ら
複
眼
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
お
こ
な
う
と
い
う
方
法
は
、
歴
史
学
と
文

化
史
学
の
相
互
干
渉
に
よ
る
新
た
な
研
究
成
果
を
う
み
だ
す
機
縁
を
つ
く
る
で
あ

ろ
う
。
真
宗
文
化
に
特
化
し
た
調
査
研
究
ⅹ

に
新
た
な
視
点
を
付
加
す
る
、
本
学

の
文
化
財
調
査
研
究
の
個
性
を
こ
こ
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ⅰ　
『
西
国
浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
報
告
書
（
一
）』（
二
〇
〇
九
年
、
筑
紫
女
学
園

大
学
・
短
期
大
学
部
発
行
）
中
川
正
法
「
序
」。

ⅱ　

真
宗
史
の
領
域
の
成
果
論
文
と
し
て
、
①
児
玉
識
「
真
宗
史
再
考
」『
筑
紫
女
学
園

大
学
・
短
期
大
学
部
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』
二
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
②
中
西
直

樹
「
明
治
期
に
お
け
る
九
州
真
宗
の
一
断
面
―
九
州
仏
教
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
―
」（
同



七

前
）、
③
鷺
山
智
英
「
筑
前
に
お
け
る
真
宗
寺
院
改
派
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
寛
文
年

間
以
後
の
動
向
を
中
心
に
―

（
前
掲
誌
二
二
号
、
二
〇
一
一
年
）、
④
栗
山
俊
之
「
博
多
萬
行
寺
史
料
―
七
里
三
河

法
橋
頼
周
関
係
史
料　

そ
の
一
―
」（
前
掲
誌
二
三
号
、
二
〇
一
二
年
）、
⑤
鷺
山
智

英
「（
史
料
紹
介
）
宝
暦
年
間
筑
前
に
お
け
る
真
宗
門
徒
農
民
の
遠
島
処
分
に
つ
い
て
」

（
同
前
）
の
五
本
、
文
化
史
領
域
の
成
果
と
し
て
①
緒
方
知
美
「
北
部
九
州
真
宗
文
化

財
調
査
研
究
～
近
世
真
宗
の
う
み
だ
し
た
文
化
的
環
境
～
」（
同
前
）
の
一
本
が
あ
る
。

ⅲ　

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』

一
八
号
（
二
〇
〇
七
）
～
二
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
所
載
の
「
研
究
彙
報　

研
究
事

業
計
画
」お
よ
び『
西
国
浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
報
告
書（
一
）』（
二
〇
〇
九
年
）、

『
同
（
二
）』（
二
〇
一
一
年
）
所
載
の
「
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
参
照
。

ⅳ　

例
え
ば
、「
太
宰
府
史
跡
の
発
掘
・
研
究
と
、
古
文
書
・
美
術
工
芸
品
・
考
古
資

料
等
の
収
取
保
管
及
び
調
査
を
行
う
」
目
的
を
持
っ
て
い
る
九
州
歴
史
資
料
館
の
年

間
予
算
を
み
る
と
、「
歴
史
資
料
調
査
費
研
究
」
は
こ
の
八
年
間
で
三
五
五
九
千
円

（
二
〇
〇
五
年
）
か
ら
二
〇
一
一
千
円
（
二
〇
一
二
年
度
）
へ
と
四
割
以
上
減
少
し
て

い
る
。『
九
州
歴
史
資
料
館
年
報
』
平
成
一
六
年
度
～
『
同
』
平
成
二
三
年
度
参
照
。

ⅴ　

筑
紫
女
学
園
は
、
明
寺
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）、
第
四
仏
教
中
学
福
岡
分
教
場
の
教

頭
で
あ
っ
た
水
月
哲
英
が
、
福
岡
分
教
場
の
廃
止
後
、
両
筑
（
筑
前
・
筑
後
）
の
西

本
願
寺
僧
侶
の
協
力
の
も
と
創
立
し
た
「
筑
紫
高
等
女
学
校
」
を
母
体
と
し
て
い
る
。

「
第
三
章　

学
園
創
立
と
そ
の
時
代
背
景
」（
筑
紫
女
学
園
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
筑

紫
女
学
園
百
年
史
』
二
〇
〇
九
年
、
筑
紫
女
学
園
）
参
照
。

ⅵ　

大
学
主
催
の
文
化
財
調
査
研
究
活
動
は
、
主
催
は
様
々
で
、
学
部
や
学
科
な
ど
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
わ
る
場
合
と
、
大
学
博
物
館
や
研
究
所
な
ど
の
附
属
組
織
が

主
体
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
本
学
の
主
催
や
そ
の
実
施
携
帯
に
関
し
て
は
、
今
後
さ

ら
な
る
模
索
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ⅶ　

 

「
三　

真
宗
寺
院
の
美
術
」（
柳
川
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
柳
川
文
化
財
資
料
集
成

　

第
三
集
』（
二
〇
〇
一
年
、
柳
川
市
）
参
照
。

ⅷ　

た
と
え
ば
一
九
八
二
年
に
神
奈
川
大
学
の
付
属
と
な
っ
た
日
本
常
民
文
化
研
究
所

は
、
一
九
二
一
年
澁
澤
敬
三
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
を
母
体
と
す
る
歴
史
と
民
俗
文
化
の
学
際
的
共
同
研
究
機
関
で
あ
る
が
、

『
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
の
よ
う
に
、
ほ
か
に
例
の
な
い
美
術
史
学
と

歴
史
学
の
学
際
的
研
究
成
果
を
達
成
し
て
い
る
。

ⅸ　

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
に
よ
り
こ
の
調
査
方
法
が
推
薦
さ
れ

て
い
る
。
新
潟
県
歴
史
資
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
古
文
書
作
業
部
会
編
集
『
古
文

書
保
存
・
整
理
の
手
引
き
』（
二
〇
〇
八
年
）

ⅹ　

真
宗
を
中
心
に
広
く
仏
教
を
研
究
す
る
大
学
附
属
研
究
機
関
の
な
か
で
、
と
く
に

文
化
財
の
調
査
研
究
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
代
表
的
機
関
と
し
て
、
前
述
し
た

本
願
寺
史
料
研
究
所
や
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
が
あ
り
、
顕
著
な
研
究
成
果
が
す

で
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
方
針
は
真
宗
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
、
地
域

文
化
史
を
第
二
の
焦
点
と
す
る
複
眼
的
手
法
で
は
な
い
。



八

寺
院
紹
介

　

朝
倉
市　

厳 

浄 

寺

　

厳
浄
寺
は
元
々
筑
後
国
竹
野
郡
樋
口
村
に
あ
り
、
藩
主
の
命
令
に
よ
り
西
派
か

ら
東
派
に
転
派
し
た
。
数
代
後
筑
後
国
を
出
て
、
筑
前
国
上
座
郡
菱
野
村
の
後
継

者
が
な
か
っ
た
慶
福
寺
へ
養
子
と
し
て
入
寺
し
、の
ち
寺
号
を
厳
浄
寺
と
改
め
た
。

　

慶
福
寺
の
初
代
正
善
は
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年
三
月
に
西
本
願
寺
か
ら
木
仏

を
許
可
さ
れ
て
い
る
（『
木
仏
之
留
御
影
様
之
留
』
本
願
寺
史
料
集
成
）。
ま
た
、

正
善
の
母
は
西
本
願
寺
の
准
如
上
人
に
仕
え
て
い
た
と
い
う
。

　

住
所　

福
岡
県
朝
倉
市
菱
野
九
一
三

　

住
職　

大
内　

證
善

　

組
名　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
福
岡

　
　
　
　

教
区
上
下
組

※
厳
浄
寺
所
蔵
作
品
デ
ー
タ
は
『
西
国

　

浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
報
告
書

　
（
二
）』（
二
〇
一
一
年
、
筑
紫
女
学

　

園
大
学
・
短
期
大
学
部
発
行
）
所
載
。

※
作
品
中
二
件
を
一
三
頁
に
紹
介
し
て

　

い
る
。

附
、
厳
浄
寺
史
料
翻
刻

　

本
研
究
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
厳
浄
寺
史
料
の
翻
刻
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

　

厳
浄
寺
は
福
岡
県
朝
倉
市
菱
野
に
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
で
あ
る
。
本

研
究
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
研
究
会
（
真
宗
史
料
講
読
会
）
で
は
、
当
寺
院
所
蔵

史
料
の
中
の
『
筑
之
紫
陽
上
座
郡
菱
野
邑
厳
浄
土
寺
来
由
』『
厳
浄
寺
慶
福
寺
来

由
書
』
二
本
を
対
象
と
し
た
。
一
年
間
に
一
二
回
の
史
料
講
読
会
を
実
施
し
た
。

講
読
会
参
加
者
は
鷺
山
智
英
（
本
学
客
員
研
究
員
）、
小
林
久
泰
（
本
学
人
間
文

化
研
究
所
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
）、樋
口
す
み（
タ
ク
ト
職
員
）、髙
松
麻
美（
太

宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
学
芸
員
）、古
村
理
恵（
本
学
大
学
院
生
）、緒
方
知
美（
本

学
講
師
）
で
あ
る
。
翻
刻
は
鷺
山
智
英
の
指
導
の
も
と
小
林
久
泰
、
髙
松
麻
美
が

行
い
、
巻
末
の
系
図
作
成
は
樋
口
す
み
が
行
っ
た
。

〔
凡
例
〕

・（
本
文
）
で
は
で
き
る
限
り
原
文
に
忠
実
に
翻
刻
を
行
っ
た
。
た
だ
し
異
体
字

は
常
用
漢
字
に
改
め
て
い
る
。

・（
本
文
）（
書
き
下
し
）
と
も
句
読
点
を
加
え
て
い
る
。

・
割
注
は
〔　

〕
に
い
れ
て
表
記
し
て
い
る
。

・
改
行
は
筆
者
の
意
図
の
明
瞭
な
部
分
の
み
原
文
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

・『
筑
之
紫
陽
上
座
郡
菱
野
邑
厳
浄
土
寺
来
由
』
と
『
厳
浄
寺
慶
福
寺
来
由
書
』

の
本
文
を
頁
の
上
段
に
、
書
き
下
し
を
下
段
に
配
し
て
い
る
。

厳浄寺本堂



九

筑
之
紫
陽
上
座
郡
菱
野
邑
厳
浄
寺
来
由
（
本
文
）

一
筑
之
後
州
竹
野
郡
樋
口
村
厳
浄
寺
、
往
昔
正
行
寺
ト
云
ル
禅
寺
也
〔
此
寺
開
基

年
号
不
知
〕、
最
初
簑
生
山
半
腹
清
水
ト
云
処
ニ
在
、
代
々
之
住
僧
無
行
衛
跡

を
失
フ
、
然
故
祖
玄
ト
云
出
家
住
職
中
、
正
行
寺
幷
院
内
ニ
有
来
地
主
堂
共
、

同
郡
樋
口
村
エ
引
移
ル
〔
其
後
本
ノ
清
水
ハ
舊
跡
ト
成
名
計
申
傳
ル
也
〕、
祖

玄
後
住
了
知
代
、
長
禄
元
丁
丑
六
月
、
存
如
上
人
御
往
生
之
砌
於
京
都
改
宗
、

其
以
来
當
宗
之
寺
ト
成
〔
此
了
知
ト
云
ル
僧
ハ
藝
州
之
産
、
平
家
後
裔
之
由
申

傳
ル
也
〕、
後
住
教
善
・
龍
祖
三
代
者
法
名
元
ニ
而
過
ル
、
四
代
之
住
持
善
知

大
永
年
中
、
厳
淨
寺
之
寺
号
・
木
佛
御
免
之
御
印
札
ノ
拝
受
直
末
与
成
、
因
茲

正
行
寺
院
内
地
主
堂
ニ
古
来
建
置
處
之
佛
像
、
彌
陀
・
観
音
・
勢
至
三
軆
之
内
、

中
尊
彌
陀
佛
厳
浄
寺
江
移
、
本
尊
与
仰
来
ル
也
〔
彌
陀
ミ
ク
シ
ノ
内
ニ
善
之
一

字
記
二
置
之
一
、
此
三
佛
之
尊
像
者
行
基
之
作
也
、
観
音
・
勢
至
之
二
像
、
如

前
地
主
堂
ニ
建
置
、
其
後
何
之
時
乎
観
音
佛
像
紛
失
〕、
五
代
至
了
養
子
跡
断

絶
無
住
与
成
也

一
肥
後
之
住
人
城
久
右
衛
門
次
男
平
右
衛
門
、
彼
國
立
退
筑
後
江
引
越
、
生
葉
・

竹
野
・
山
本
三
郡
之
代
官
職
相
務
、
此
砌
厳
淨
寺
因
為
ニ
二
無
住
一
、
平
右
衛

門
為
俗
家
厳
浄
寺
ヲ
支
配
ス
、
平
右
衛
門
及
晩
年
職
事
致
仕
乄
入
道
了
保
ト
改

名
、
即
厳
淨
寺
致
再
興
住
職
ヲ
務
也
〔
城
久
右
衛
門
於
肥
後
采
地
千
石
余
之
官

士
也
、
於
于
今
城
氏
之
末
、
國
主
越
中
守
殿
江
仕
官
之
面
々
数
多
有
、
城
氏
元

来
菊
地
嫡
流
之
由
、
家
傳
之
系
圖
今
以
樋
口
村
エ
持
傳
ル
也
、
重
留
・
出
田
之

筑
之
紫
陽
上
座
郡
菱
野
村
厳
浄
寺
来
由
（
書
き
下
し
）

一
筑
之
後
州
竹
野
郡
樋
口
村
厳
浄
寺
、
往
昔
、
正
行
寺
と
い
え
る
禅
寺
な
り
。〔
こ

の
寺
開
基
年
号
知
れ
ず
。〕
最
初
、簑
生
山
半
腹
、清
水
と
い
う
と
こ
ろ
に
在
り
。

代
々
の
住
僧
、
行
衛
な
く
跡
を
失
う
。
し
か
る
ゆ
え
、
祖
玄
と
い
う
出
家
、
住

職
中
、
正
行
寺
な
ら
び
に
院
内
に
あ
り
き
た
る
地
主
堂
共
に
、
同
郡
樋
口
村
へ

引
き
移
る
。〔
そ
の
後
、
も
と
の
清
水
は
旧
跡
と
な
り
、
名
ば
か
り
申
し
伝
う

る
な
り
。〕
祖
玄
後
住
了
知
代
、
長
禄
元
丁
丑
六
月
、
存
如
上
人
ご
往
生
の
み

ぎ
り
、
京
都
に
お
い
て
改
宗
、
そ
れ
以
来
、
当
宗
の
寺
と
な
る
。〔
こ
の
了
知

と
い
え
る
僧
は
芸
州
の
産
ま
れ
、
平
家
後
裔
の
よ
し
申
し
伝
う
る
な
り
。〕
後

住
教
善
、龍
祖
、三
代
は
法
名
元
に
て
過
ぐ
る
。
四
代
の
住
持
善
知
、大
永
年
中
、

厳
浄
寺
の
寺
号
、
木
仏
御
免
の
御
印
札
の
拝
受
、
直
末
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り

て
正
行
寺
院
内
地
主
堂
に
、古
来
建
て
置
き
た
る
と
こ
ろ
の
仏
像
、弥
陀
、観
音
、

勢
至
、
三
体
の
う
ち
、
中
尊
の
弥
陀
仏
、
厳
浄
寺
へ
移
し
本
尊
と
仰
せ
き
た
る

な
り
。〔
弥
陀
み
ぐ
し
の
う
ち
に
善
の
一
字
、
こ
れ
を
記
し
置
く
。
こ
の
三
仏

の
尊
像
は
行
基
の
作
な
り
。
観
音
、
勢
至
の
二
像
、
前
の
ご
と
く
地
主
堂
に
建

て
置
く
。
そ
の
後
、い
ず
れ
の
時
か
、観
音
仏
像
紛
失
す
。〕
五
代
了
養
に
至
り
、

子
跡
断
絶
、
無
住
と
な
る
な
り
。

一
肥
後
の
住
人
、
城
久
右
衛
門
次
男
、
平
右
衛
門
、
か
の
国
を
立
ち
退
き
、
筑
後

へ
引
越
す
。
生
葉
・
竹
野
・
山
本
三
郡
の
代
官
職
相
務
む
。
こ
の
み
ぎ
り
、
厳

浄
寺
無
住
た
る
に
よ
り
て
、
平
右
衛
門
、
俗
家
と
し
て
厳
浄
寺
を
支
配
す
。
平



一
〇

両
名
茂
城
一
類
也
、
三
家
之
紋
、
城
氏
ハ
丸
内
揃
鷹
羽
、
重
留
ハ
丸
之
内
違
鷹

之
羽
、
又
も
つ
か
う
茂
用
る
也
、
出
田
ハ
日
之
略
字
ヨ
如
斯
用
ユ
、
末
葉
之
輩

ハ
四
色
之
紋
之
内
何
れ
に
て
も
心
次
第
に
用
来
る
也
〕、
長
男
祐
玄
ニ
厳
淨
寺

ヲ
譲
里
与
フ
、
祐
玄
よ
里
祐
恵
・
祐
存
、
今
至
益
山
五
代
厳
浄
寺
住
職
相
續
ス

一
筑
後
於
樋
口
村
厳
淨
寺
祐
玄
住
職
、
正
保
年
中
久
留
米
御
城
主
有
馬
中
務
大
輔

殿
因
二
厳
命
一
、
領
内
西
派
之
寺
院
不
残
東
派
ト
成
、
厳
浄
寺
之
儀
前
以
、
自

西
善
知
エ
御
免
之
御
印
札
東
エ
被
召
上
、
為
御
褒
美
従
東
門
官
位
之
御
印
札
、

厳
浄
寺
ト
被
遊
拝
受
仕
ル
、
筋
目
取
失
東
派
与
成
、
法
儀
ヲ
背
事
心
底
之
悲
嘆

深
厚
、
胸
鬱
之
劫
火
無
止
時
、
雖
然
因
時
勢
押
鬱
憤
経
多
年
、
後
住
祐
恵
代
ニ

至
而
茂
東
ヲ
守
ル
、
然
處
明
暦
三
年
御
城
主
逝
去
之
砌
〔
于
時
祐
恵
廿
八
歳
〕、

数
年
之
思
念
奮
發
、
酉
ノ
六
月
十
九
日
西
御
本
願
江
帰
参
仕
ル
、
領
内
同
志
之

寺
院
数
多
有
之
也
、
然
処
此
荒
増
及
流
布
、
自
久
留
米
禁
止
之
触
渡
甚
以
厳
重

也
、
因
茲
樋
口
村
ニ
而
者
五
千
余
人
之
門
下
ヲ
捨
、
十
餘
口
之
眷
属
不
顧
寒
死

之
成
行
、
同
十
二
月
廿
九
日
筑
前
之
内
上
寺
邑
江
引
退
候
、
其
後
寛
文
年
中
祐

恵
事
上
寺
村
よ
り
致
上
京
、佛
照
寺
江
者
自
前
由
緒
有
之
故
帰
参
之
願
申
達
候
、

佛
照
寺
御
取
持
ヲ
以
下
間
宮
内
卿
殿
御
取
次
ニ
而
、
多
年
之
存
念
、
筑
後
引
退

候
次
第
始
終
詳
ニ
達
高
聞
、
御
喜
悦
不
斜
神
妙
ニ
被
思
召
上
候
趣
被
仰
渡
、
為

御
褒
美
前
廉
自
東
門
被
下
置
御
印
札
致
改
之
、
如
前
々
官
位
被
仰
付
候
御
印
冊

〔
于
時
寂
如
上
人
十
八
歳
之
御
時
寛
文
年
中
也
、
然
共
自
二
筑
後
一
帰
参
之
儀
、

御
用
自
筑
後
帰
参
之
年
号
月
日
、
明
暦
三
年
酉
六
月
十
九
日
与
御
書
出
也
〕、

下
間
宮
内
卿
殿
御
取
継
ヲ
以
拝
受
仕
候
、
其
上
祖
師
之
御
傳
御
免
被
成
候
、
此

度
之
帰
参
御
感
稱
之
餘
リ
ヲ
以
、
厳
浄
寺
継
目
之
御
禮
式
代
々
御
免
被
仰
付
候

右
衛
門
、
晩
年
に
お
よ
び
職
事
致
仕
し
て
、
入
道
了
保
と
改
名
、
す
な
わ
ち
、

厳
浄
寺
再
興
致
し
、
住
職
を
務
む
る
な
り
。〔
城
久
右
衛
門
、
肥
後
に
お
い
て

采
地
千
石
余
の
官
士
な
り
。
い
ま
に
お
い
て
城
氏
の
末
、
国
主
越
中
守
殿
へ
仕

官
の
面
々
、
数
多
あ
り
。
城
氏
、
元
来
、
菊
地
嫡
流
の
よ
し
、
家
伝
の
系
図
、

い
ま
も
っ
て
樋
口
村
へ
持
ち
伝
う
る
な
り
。
重
留
、
出
田
の
両
名
も
城
一
類
な

り
。三
家
の
紋
、城
氏
は
丸
の
う
ち
に
揃
鷹
羽
、重
留
は
丸
の
う
ち
に
違
鷹
の
羽
、

又
も
っ
こ
う
も
用
い
る
な
り
。
出
田
は
日
の
略
字
、「
ヨ
」、
か
く
の
ご
と
く
用

ゆ
。
末
葉
の
輩
は
、
四
辺
の
紋
の
う
ち
、
何
れ
に
て
も
心
次
第
に
用
い
き
た
る

な
り
。〕
長
男
祐
玄
に
厳
浄
寺
を
譲
り
与
ふ
。
祐
玄
よ
り
祐
恵
、
祐
存
、
い
ま

に
至
り
、
益
山
、
五
代
厳
浄
寺
住
職
相
続
す
。

一
筑
後
樋
口
村
厳
浄
寺
に
お
い
て
祐
玄
住
職
、
正
保
年
中
、
久
留
米
御
城
主
有
馬

中
務
大
輔
殿
、
厳
命
に
よ
っ
て
領
内
西
派
の
寺
院
、
残
ら
ず
東
派
と
な
る
。
厳

浄
寺
の
儀
、
ま
え
も
っ
て
西
よ
り
善
知
へ
御
免
の
御
印
札
、
東
へ
召
し
上
げ
ら

れ
、
御
褒
美
と
し
て
東
門
よ
り
官
位
の
御
印
札
、
厳
浄
寺
と
遊
ば
さ
れ
、
拝
受

仕
る
。
筋
目
取
り
失
い
、
東
派
と
な
る
。
法
儀
に
背
く
こ
と
、
心
底
の
悲
嘆
深

厚
、
胸
鬱
の
劫
火
、
止
む
と
き
な
し
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
時
勢
に
よ
っ
て
、

鬱
憤
を
押
さ
え
、
多
年
を
経
て
、
後
住
祐
恵
代
に
至
り
て
も
、
東
を
守
る
。
し

か
る
と
こ
ろ
、
明
暦
三
年
、
御
城
主
逝
去
の
み
ぎ
り
、〔
于
時
祐
恵
、
二
十
八
歳
〕

数
年
の
思
念
奮
発
し
、
酉
の
六
月
十
九
日
、
西
御
本
願
へ
帰
参
仕
る
。
領
内
同

志
の
寺
院
、
数
多
こ
れ
あ
る
な
り
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
こ
の
あ
ら
ま
し
、
流
布

に
及
び
て
、
久
留
米
よ
り
禁
止
の
触
渡
し
、
甚
だ
も
っ
て
厳
重
な
り
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
樋
口
村
に
て
は
五
千
余
人
の
門
下
を
捨
て
、
十
余
口
の
眷
属
、
寒
死



一
一

〔
御
禮
之
時
節
筑
後
ヨ
リ
帰
参
仕
候
厳
淨
寺
与
名
乗
候
而
披
露
仕
候
様
ニ
与
、

天
和
三
年
六
月
廿
日
、
下
間
宮
内
卿
殿
御
取
次
ヲ
以
祐
存
ニ
被
仰
渡
候
故
、
其

旨
相
守
者
也
〕、
因
茲
継
目
之
御
禮
式
不
相
勤
官
位
継
来
候
、
佛
照
寺
御
取
持

ヲ
以
首
尾
宜
御
褒
美
之
御
印
札
拝
受
、
其
外
品
々
結
構
成
被
仰
付
、
禮
謝
之
依

時
宜
仏
照
寺
門
徒
之
致
契
約
、
今
以
佛
照
寺
下
也

一
祐
恵
筑
後
引
退
候
砌
、
彼
所
之
親
族
・
門
徒
之
面
々
對
二
祐
恵
ニ
一
願
之
趣
有
之
、

嫡
子
駒
之
助
儀
樋
口
村
江
残
置
、
自
他
心
ヲ
合
厳
淨
寺
之
跡
取
立
度
旨
重
畳
雖

レ
致
二
懇
望
一
、
祐
恵
に
心
底
不
相
叶
、
仮
令
妻
子
・
眷
属
及
餓
死
候
儀
ハ
前
生

之
可
為
業
因
、
駒
之
助
舊
地
ニ
残
置
東
ニ
走
リ
、
父
子
二
躰
之
開
山
信
拝
之
儀
、

各
雖
為
願
望
請
相
不
成
由
申
切
、
父
子
一
同
引
退
候
、
其
以
後
駒
之
助
儀
於
上

寺
剃
髪
、
与
祐
存
法
名
ス
、
樋
口
村
ヨ
リ
寺
号
持
来
候
得
共
、
上
寺
村
中
ニ
寺

地
無
之
故
、
空ム
ナ
シ
ク
オ
ク
リ

敷
送
二
年子
ン
ゲ
ツ月

一
候
、
此
折ヲ
リ
カ
ラ柄
菱
野
村
慶
福
寺
覚
傳
、
寺
跡
相
續

之
新
發
知
無
之
、
任マ
カ
セ二

所
望
ニ
一
祐
存
儀
養
子
ニ
遣
候
、
即
覚
傳
女
嫁
娶
乄
跡

相
續
仕
候
、
祐
恵
儀
者
廿
ヶ
年
余
上
寺
村
分
居
、
其
以
後
夜
須
郡
下
高
場
村
淨

満
寺
致
再
興
、
元
禄
七
年
五
月
十
九
日
於
彼
寺
死
去

一
祐
存
慶
福
寺
之
後
住
相
續
以
後
、
寛
文
年
中
御
本
寺
江
言
上
、
寺
号
相
改
厳
淨

寺
ヲ
用
申
候
、
慶
福
寺
之
儀
盤
無
官
之
寺
号
故
た
た
み
置
、
自
筑
後
持
来
候
厳

浄
寺
用
候
儀
四
十
ヶ
年
以
来
ニ
而
候
也

一
菱
野
村
慶
福
寺
之
来
由
、
同
邑
之
住
人
大
内
田
土
佐
〔
後
栗
山
備
後
殿
下
知
ヲ

以
四
郎
兵
衛
ト
改
名
ス
〕、
同
人
老
後
入
道
正
善
ト
号
ス
、
真
宗
之
寺
一
宇
建

の
成
り
行
き
を
顧
み
ず
、
同
十
二
月
二
十
九
日
、
筑
前
の
う
ち
、
上
寺
村
へ
引

き
退
き
候
。
そ
の
後
、
寛
文
年
中
、
祐
恵
こ
と
上
寺
村
よ
り
上
京
致
す
。
仏
照

寺
へ
は
前
よ
り
由
緒
こ
れ
あ
る
ゆ
え
、
帰
参
の
願
い
申
し
達
し
候
。
仏
照
寺
御

取
り
持
ち
を
も
っ
て
、
下
間
宮
内
卿
殿
御
取
り
次
ぎ
に
て
多
年
の
存
念
、
筑
後

引
き
退
き
候
次
第
、
始
終
詳
に
高
聞
に
達
し
、
御
喜
悦
斜
め
な
ら
ず
神
妙
に
思

し
召
し
上
げ
ら
れ
候
趣
き
、
仰
せ
渡
さ
れ
、
御
褒
美
と
し
て
、
前
廉
、
東
門

よ
り
下
し
置
か
る
御
印
札
、
こ
れ
を
改
め
致
し
、
前
々
の
如
く
、
官
位
、
御
印

冊
仰
せ
付
け
ら
れ
候
。〔
于
時
、
寂
如
上
人
十
八
歳
の
御
時
、
寛
文
年
中
な
り
。

し
か
れ
ど
も
筑
後
よ
り
帰
参
の
儀
、
筑
後
よ
り
帰
参
の
年
号
月
日
を
御
用
い
に

な
り
、
明
暦
三
年
酉
六
月
十
九
日
と
御
書
出
な
り
。〕
下
間
宮
内
卿
殿
、
御
取

り
継
ぎ
を
も
っ
て
拝
受
仕
り
候
。
そ
の
上
、
祖
師
の
御
伝
御
免
な
ら
れ
候
。
此

度
の
帰
参
、
御
感
称
の
余
り
を
も
っ
て
厳
浄
寺
継
目
の
御
礼
式
、
代
々
御
免
仰

せ
付
け
ら
れ
候
。〔
御
礼
の
時
節
、
筑
後
よ
り
帰
参
仕
り
候
厳
浄
寺
と
名
乗
り

候
て
、
披
露
仕
り
候
様
に
と
、
天
和
三
年
六
月
二
十
日
下
間
宮
内
卿
殿
、
御
取

り
次
ぎ
を
も
っ
て
祐
存
に
仰
せ
渡
さ
れ
候
ゆ
え
、
そ
の
旨
相
守
る
も
の
な
り
。〕

こ
れ
に
よ
っ
て
、
継
目
の
御
礼
式
相
勤
め
ず
、
官
位
継
ぎ
来
た
り
候
。
仏
照
寺

御
取
り
持
ち
を
も
っ
て
、
首
尾
宜
し
く
御
褒
美
の
御
印
札
拝
受
す
。
そ
の
ほ
か

結
構
な
る
品
々
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
こ
れ
を
時
宜
に
よ
り
礼
謝
す
。
仏
照
寺
門

徒
の
契
約
致
し
、
今
も
っ
て
仏
照
寺
下
な
り
。

一
祐
恵
、
筑
後
引
き
退
き
候
み
ぎ
り
、
か
の
所
の
親
族
・
門
徒
の
面
々
、
祐
恵
に

対
し
願
い
の
趣
こ
れ
あ
り
。
嫡
子
駒
之
助
儀
、
樋
口
村
へ
残
し
置
き
、
自
他
心

を
合
わ
せ
、
厳
浄
寺
の
跡
取
り
立
て
た
き
旨
、
重
畳
懇
望
致
す
と
い
え
ど
も
、



一
二

立
、
其
砌
檀
方
無
之
、
正
善
一
身
之
働
ヲ
以
致
上
京
寺
号
・
木
佛
御
印
札
、
四

幅
之
御
絵
像
拝
受
仕
候
、
然
共
無
縁
之
寺
故
田
地
五
十
石
ノ
農
業
ヲ
以
家
属
相

育
、
勤
寺
役
、
因
茲
田
神
之
像
造
立
、
十
一
月
初
丑
日
祭
礼
執
行
、
只
今
茂
御

堂
之
後
ニ
田
神
之
像
安
置
定
候
也
、
祭
毎
年
無
緩
怠
興
行
仕
候
、
其
以
後
五
十

石
田
地
無
銀
ニ
而
他
人
江
譲
与
候
、
其
節
隠
居
地
ト
名
付
小
分
之
田
畠
寺
江
付

置
、
年
貢
計
上
納
、
諸
公
役
以
下
右
之
田
地
請
込
候
、
人
柄
相
務
候
儀
、
永
々

無
違
變
仕
組
正
善
仕
置
ニ
而
候
也

一
上
寺
村
教
念
寺
之
儀
、
其
前
上
寺
村
中
筑
後
樋
口
村
厳
浄
寺
檀
那
ニ
て
候
処
、

祐
恵
現
住
之
頃
両
国
檀
那
一
ヶ
国
切
与
成
行
候
、
上
寺
村
之
儀
村
長
大
熊
氏
祐

恵
親
類
、
其
上
門
徒
之
睦
ミ
深
故
与
以
、
祐
恵
働
ヲ
以
一
寺
取
立
、
同
宿
圓
心

与
号
ス
ル
僧
ヲ
遣
候
、
本
寺
江
御
願
申
上
寺
号
申
受
候
〔
大
熊
氏
先
祖
之
法
名

教
念
与
申
候
故
即
寺
号
ニ
申
請
候
、
祐
恵
筑
後
引
退
之
時
分
ハ
右
之
圓
心
住
職

仕
居
申
候
〕、
教
念
寺
之
儀
祐
恵
取
立
之
寺
厳
淨
寺
之
末
寺
ニ
被
附
候
処
、
其

此
迄
厳
浄
寺
之
寺
地
無
之
故
、
佛
照
寺
直
末
二
指
上
置
候
、
即
其
節
自
佛
照
寺

祐
恵
ニ
被
下
候
書
帖
持
傳
有
之
候

厳
淨
寺
現
住
益
山　
　

　
　

此
一
冊
子
孫
為
覚
悟
所
々
加
精
撰
記
置
、
無
紛
失
可
持
傳
也

　

寶
永
六
巳
丑
六
月
日

祐
恵
に
心
底
相
叶
わ
ず
。
た
と
い
、
妻
子
・
眷
属
、
餓
死
に
及
び
候
儀
、
前
生

の
業
因
と
な
す
べ
し
。
駒
之
助
、
旧
地
に
残
し
置
き
、
東
に
走
り
父
子
二
体
の

開
山
信
拝
の
儀
、
お
の
お
の
願
望
と
な
す
と
い
え
ど
も
、
請
け
あ
い
な
ら
ず
よ

し
申
し
切
り
、
父
子
一
同
、
引
き
退
き
候
。
そ
れ
以
後
、
駒
之
助
儀
、
上
寺
に

お
い
て
剃
髪
と
祐
存
法
名
す
。
樋
口
村
よ
り
、
寺
号
持
ち
来
り
候
え
ど
も
上
寺

村
中
に
寺
地
こ
れ
な
き
ゆ
え
、
空
し
く
年
月
送
り
候
。
こ
の
折
か
ら
、
菱
野
村

慶
福
寺
覚
伝
、
寺
跡
相
続
の
新
発
知
こ
れ
な
く
、
所
望
に
任
せ
、
祐
存
儀
、
養

子
に
遣
り
候
。
す
な
わ
ち
、
覚
伝
女
を
嫁
娶
し
て
、
跡
相
続
仕
り
候
。
祐
恵
儀

は
、
二
十
ヶ
年
余
上
寺
村
に
分
居
す
、
そ
れ
以
後
、
夜
須
郡
下
高
場
村
浄
満
寺

再
興
致
す
。
元
禄
七
年
五
月
十
九
日
か
の
寺
に
お
い
て
死
去
す
。

一
祐
存
、
慶
福
寺
の
後
住
相
続
以
後
、
寛
文
年
中
御
本
寺
へ
言
上
、
寺
号
相
改
め
、

厳
浄
寺
を
用
い
申
し
候
。
慶
福
寺
の
儀
は
、官
の
寺
号
な
き
ゆ
え
た
た
み
置
き
、

筑
後
よ
り
持
ち
来
り
候
厳
浄
寺
用
い
候
儀
、
四
十
ヶ
年
以
来
に
て
候
な
り
。

一
菱
野
村
慶
福
寺
の
来
由
、
同
村
の
住
人
大
内
田
土
佐
〔
後
、
栗
山
備
後
殿
下
知

を
も
っ
て
、
四
郎
兵
衛
と
改
名
す
〕
同
人
、
老
後
入
道
、
正
善
と
号
す
。
真
宗

の
寺
一
宇
建
立
、
そ
の
み
ぎ
り
、
檀
方
こ
れ
な
く
、
正
善
一
身
の
働
き
を
も
っ

て
上
京
い
た
し
、
寺
号
・
木
仏
の
御
印
札
、
四
幅
の
御
絵
像
拝
受
仕
り
候
。
し

か
れ
ど
も
、
無
縁
の
寺
ゆ
え
、
田
地
五
十
石
の
農
業
を
も
っ
て
家
族
相
育
み
、

寺
役
を
勤
む
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
田
神
の
像
造
立
す
、
十
一
月
初
丑
日
、
祭
礼

執
行
。
た
だ
今
も
、
御
堂
の
後
に
田
神
の
像
、
安
置
定
め
候
な
り
。
祭
、
毎
年

緩
怠
な
く
興
行
仕
り
候
。
そ
れ
以
後
、
五
十
石
の
田
地
、
無
銀
に
て
他
人
へ
譲



一
三

所
蔵
作
品
紹
介

り
与
え
候
。
そ
の
節
、
隠
居
地
と
名
付
け
、
小
分
の
田
畠
、
寺
へ
付
け
置
き
、

年
貢
計
上
納
諸
公
役
、以
下
右
の
田
地
、請
け
込
み
候
。人
柄
相
務
め
候
儀
、永
々

違
変
な
く
仕
組
み
、
正
善
仕
置
に
て
候
な
り
。

一　

上
寺
村
教
念
寺
の
儀
、
そ
の
前
上
寺
村
中
、
筑
後
樋
口
村
厳
浄
寺
檀
那
に
て

候
と
こ
ろ
、
祐
恵
現
住
の
頃
、
両
国
檀
那
一
ヶ
国
き
り
と
成
り
行
き
候
。
上
寺

村
の
儀
、村
長
大
熊
氏
、祐
恵
親
類
、そ
の
う
え
門
徒
の
睦
み
深
き
ゆ
え
を
も
っ

て
、
祐
恵
働
き
を
も
っ
て
一
寺
取
り
立
て
、
同
宿
、
圓
心
と
号
す
る
僧
を
遣
し

候
。
本
寺
へ
御
願
い
申
し
上
げ
、
寺
号
申
し
受
け
候
。〔
大
熊
氏
先
祖
の
法
名
、

教
念
と
申
し
候
ゆ
え
、
す
な
わ
ち
寺
号
に
申
し
請
け
候
。
祐
恵
、
筑
後
引
退
の

時
分
は
、
右
の
圓
心
、
住
職
仕
り
お
り
申
し
候
。〕
教
念
寺
の
儀
、
祐
恵
取
り

立
て
の
寺
、
厳
浄
寺
の
末
寺
に
つ
け
ら
れ
候
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
厳
浄
寺

の
寺
地
こ
れ
な
き
ゆ
え
、
仏
照
寺
直
末
に
さ
し
上
げ
置
き
候
。
す
な
わ
ち
、
そ

の
節
、
仏
照
寺
よ
り
祐
恵
に
下
さ
れ
候
書
帖
、
持
伝
え
こ
れ
あ
り
候
。

　

こ
の
一
冊
、
子
孫
覚
悟
の
た
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
精
撰
を
く
わ
え
記
し
お
き
、

紛
失
な
く
持
ち
伝
え
る
べ
き
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　

厳
淨
寺
現
住
益
山

　

寶
永
六
巳
丑
六
月
日
、

［
作
品
デ
ー
タ
］

絹
本
着
色
、
掛
幅
装
、
縦
90
・
６
、
横
38
・
３
セ
ン
チ
。

表
装
背
面
添
紙
墨
書
「
慶
長
十
七
年
壬
子
四
月
廿
四
日
／
筑
前
国
／

□
福
寺
常
住
物
也
／
願
主
釈
正
善
」

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
※
『
報
告
書
（
二
）』
№
１
３
２

（図２）顕如上人像１幅（部分）

（図３）同上（裏書）

［
作
品
デ
ー
タ
］

青
銅
製
、
鋳
造
（
３
部
分
別
鋳
）、
①
高
29
・
８
、
口
径
19
・
０
、
底
径
13
・
０
セ
ン
チ
。

①
口
縁
下
部
白
色
銘「
慶
福
寺　

改　

厳
浄
寺　

慶
長
十
七
年　

起
」①
框
部
白
色
銘「
筑

前
国
上
座
郡
菱
野
村　

正
善
」
②
框
部
白
色
銘
「
喜
以
寺　

□
志
之
村　

正
善
」

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
※
『
報
告
書
（
二
）』
№
１
４
２

（図１）花瓶２口１具
　（うち１口）



一
四

厳
浄
寺
慶
福
寺
来
由
書　
　

圓
従
書
次（
本
文
）

一
菱
野
村
慶
福
寺
開
基
正
善
儀
、
豊
後
大
内
田
与
申
処
ゟ
正
善
之
母
懐
妊
ニ
而
、

菱
野
村
江
参
出
生
之
子
、
老
後
入
道
正
善
与
号
、
正
善
母
元
来
於
京
都
唯
（
准
）

如
上
人
二
御
奉
公
仕
、
御
前
宜
ク
既
ニ
懐
妊
ニ
成
リ
、
少
々
次
第
在
之
暇
被
遣
、

其
節
自
御
前
御
形
見
ニ
、
御
名
号
并
ニ
御
前
之
御
定
儀
、
碗
・
箸
・
金
子
三
百

両
、
御
添
被
為
遊
御
暇
被
遣
、
右
正
善
母
其
後
豊
後
国
ニ
罷
下
リ
、
其
後
菱
野

村
ニ
引
越
参
リ
、
懐
妊
之
子
出
生
、
則
正
善
与
申
傳
也
、
右
名
号
・
御
碗
・
御

箸
等
、
庄
屋
之
家
ニ
傳
在
之
候
故
、
庄
屋
四
良
兵
衛
代
同
人
娘
日
田
郡
熊
町
魚

屋
江
縁
ニ
付
、
右
娘
ニ
為
持
遣
候
故
、
魚
屋
ニ
傳
在
之
事
也

一
慶
福
寺
寺
号
御
免
札
、
是
茂
庄
屋
ニ
在
之
、
其
後
紛
失
与
申
事
也
、
正
善
儀
栗

山
殿
時
分
、
菱
野
村
庄
屋
相
務
、
及
老
年
男
子
二
庄
屋
渡
シ
、
娘
召
連
致
隠
居
、

右
娘
ニ
夜
須
郡
教
法
寺
よ
り
致
養
子
、
慶
福
寺
相
渡
、
現
住
覚
傳
与
申
事
也
、

此
覚
傳
無
男
子
、
是
茂
娘
ニ
筑
後
牢
人
祐
恵
男
子
祐
存
致
養
子
相
續
ス
、
右
祐

存
代
ゟ
帰
参
厳
浄
寺
名
乗
也

一
當
寺
案
置
之
御
影
者
慶
福
寺
御
免
之
御
影
也

一
慶
福
寺
開
基
正
善　
　
　

養
子
覚
伝

死
去
年
号
不
分　
　
　

元
禄
八
年
十
一
月
廿
九
日

厳
浄
寺
慶
福
寺
来
由
書　
　

圓
従
書
次（
書
き
下
し
）

一
菱
野
村
慶
福
寺
開
基
正
善
儀
、
豊
後
大
内
田
と
申
す
と
こ
ろ
よ
り
、
正
善
の
母

懐
妊
に
て
、
菱
野
村
へ
参
り
、
出
生
の
子
、
老
後
入
道
し
て
正
善
と
号
す
。
正

善
母
、
元
来
京
都
に
お
い
て
、

唯（
准
）如
上
人
に
御
奉
公
仕
り
、
御
前
宜
し
く
、
す
で
に
懐
妊
に
な
り
、
少
々
次
第

こ
れ
あ
り
、
暇
遣
わ
さ
れ
、
そ
の
節
、
御
前
よ
り
御
形
見
に
御
名
号
、
な
ら
び

に
御
前
の
御
定
儀
、
碗
、
箸
、
金
子
三
百
両
、
御
添
え
あ
そ
ば
せ
ら
れ
、
御
暇

遣
わ
さ
れ
、右
正
善
母
、そ
の
後
豊
後
国
に
罷
り
下
り
、そ
の
後
菱
野
村
に
引
っ

越
し
参
り
、
懐
妊
の
子
出
生
す
。
す
な
わ
ち
正
善
と
申
し
伝
う
る
な
り
。
右
名

号
、
御
碗
、
御
箸
な
ど
、
庄
屋
の
家
に
伝
え
こ
れ
あ
り
候
ゆ
え
、
庄
屋
四
良
兵

衛
代
、
同
人
娘
、
日
田
郡
熊
町
魚
屋
へ
縁
に
つ
き
、
右
娘
に
持
た
せ
遣
わ
し
候

ゆ
え
、
魚
屋
に
伝
え
こ
れ
あ
る
こ
と
な
り
。

一
慶
福
寺
寺
号
御
免
札
、
こ
れ
も
庄
屋
に
こ
れ
あ
り
。
そ
の
後
、
紛
失
と
申
す
こ

と
な
り
。
正
善
儀
、
栗
山
殿
時
分
、
菱
野
村
庄
屋
相
務
め
、
老
年
に
お
よ
び
男

子
に
庄
屋
渡
し
、
娘
召
し
連
れ
隠
居
致
す
。
右
娘
に
、
夜
須
郡
教
法
寺
よ
り
養

子
致
し
、
慶
福
寺
相
渡
す
。
現
住
覚
伝
と
申
す
こ
と
な
り
。
こ
の
覚
伝
、
男
子

な
く
、
こ
れ
も
娘
に
筑
後
牢
人
祐
恵
男
子
祐
存
、
養
子
致
し
相
続
す
。
右
祐
存

代
よ
り
帰
参
、
厳
浄
寺
名
の
る
な
り
。



一
五

一
帰
参
厳
浄
寺
御
影
者
祐
存
代
ニ
、
夜
須
郡
甘
木
光
照
寺
末
寺
、
同
郡
下
高
場
浄

満
寺
へ
遣
置
ク
也
、
其
次
第
ハ
、
先
祖
浄
満
寺
祐
存
弟
ニ
而
、
筑
後
牢
人
時
分

浄
満
寺
致
住
職
、
無
傳
与
申
候
、
兄
弟
之
事
故
厳
浄
寺
御
影
當
分
遣
置
キ
候
処
、

其
後
兄
弟
出
入
在
之
、
只
今
浄
満
寺
へ
在
之

一
帰
参
厳
浄
寺
御
影

一
祖
師
聖
人　

良
如
上
人
御
判
帰
参
時　

明
暦
三
年
酉
ノ
六
月
十
九
日

一
蓮
如
上
人
御
影
、
筑
後
竹
野
郡
樋
口
村
へ
取
残
シ
、
東
之
御
裏
也

一
高
僧
太
子
之
御
影
、
帰
参
之
節
其
御
裏
直
シ
無
之
紛
失
、
御
絵
傳
願
之
時
、
高

僧
太
子
御
裏
未
直
リ
不
申
由
、
家
老
衆
ゟ
申
渡
シ
在
之

一
帰
参
御
褒
美
御
繪
傳
紛
失
之
次
第
、
祐
存
父
祐
恵
儀
老
後
ニ
下
高
場
浄
満
寺
江

参
リ
、
彼
寺
ニ
而
死
去
、
祐
恵
病
気
勝
、
不
申
往
生
茂
近
々
与
覚
也
、
御
褒
美

御
繪
傳
拝
禮
仕
度
旨
申
参
候
、
元
ゟ
親
子
兄
弟
之
事
故
、
早
束
（
マ
マ
）御
繪
傳
御
借
申

候
処
、
無
程
祐
恵
相
果
被
申
候
、
一
七
日
佛
事
過
祐
存
帰
リ
申
候
節
、
御
繪
傳

御
供
可
申
由
被
申
候
処
、
無
傳
被
申
候
ニ
者
、
御
繪
傳
者
手
前
ニ
譲
リ
候
様
ニ

申
置
キ
被
致
候
故
、
返
シ
申
儀
ハ
叶
不
申
与
被
申
候
、
無
非
レ
是
帰
被
申
候
、

其
後
兄
弟
不
和
ニ
至
リ
、
御
繪
傳
之
儀
出
入
ニ
罷
成
リ
、
然
處
浄
満
寺
ゟ
秋
月

公
儀
ニ
頼
入
、
秋
月
御
領
内
江
無
之
真
宗
一
派
之
大
切
成
ル
宝
物
ニ
而
御
坐
候

故
、
菱
野
村
へ
帰
リ
不
申
様
ニ
被
為
遊
可
被
下
由
、
重
畳
頼
上
候
、
右
之
段
御

一
当
寺
安
置
の
御
影
は
、
慶
福
寺
御
免
の
御
影
な
り
。

一
慶
福
寺
開
基
正
善
、死
去
年
号
不
分　
　

養
子
覚
伝　

元
禄
八
年
十
一
月
二
十
九
日

一
帰
参
厳
浄
寺
御
影
は
祐
存
代
に
、
夜
須
郡
甘
木
光
照
寺
末
寺
、
同
郡
下
高
場
浄

満
寺
へ
遣
し
置
く
な
り
。
そ
の
次
第
は
、
先
祖
浄
満
寺
祐
存
弟
に
て
、
筑
後
牢

人
時
分
、
浄
満
寺
住
職
致
し
、
無
伝
と
申
し
候
。
兄
弟
の
こ
と
ゆ
え
、
厳
浄
寺

御
影
、
当
分
遣
し
置
き
候
と
こ
ろ
、
そ
の
後
兄
弟
出
入
こ
れ
あ
り
。
た
だ
今
、

浄
満
寺
へ
こ
れ
あ
り
。

一
帰
参
厳
浄
寺
御
影

一
祖
師
聖
人　

良
如
上
人
御
判
、
帰
参
時　

明
暦
三
年
酉
六
月
十
九
日

一
蓮
如
上
人
御
影
、
筑
後
竹
野
郡
樋
口
村
へ
取
り
残
し
、
東
の
御
裏
な
り
。

一
高
僧
太
子
の
御
影
、
帰
参
の
節
、
そ
の
御
裏
直
し
こ
れ
な
し
。
紛
失
御
絵
伝
願

の
時
、
高
僧
太
子
御
裏
い
ま
だ
直
り
申
さ
ず
よ
し
、
家
老
衆
よ
り
申
し
渡
し
こ

れ
あ
り
。

一
帰
参
御
褒
美
御
絵
伝
紛
失
の
次
第
、
祐
存
父
祐
恵
儀
、
老
後
に
下
高
場
浄
満
寺

へ
参
り
、
か
の
寺
に
て
死
去
す
。
祐
恵
、
病
気
勝
ち
、
往
生
申
さ
ず
も
近
々
と

覚
え
る
な
り
。
御
褒
美
御
絵
伝
、
拝
礼
仕
り
た
き
旨
、
申
し
参
り
候
。
元
よ
り



一
六

公
儀
ゟ
聞
届
被
成
、
福
岡
公
儀
ニ
秋
月
公
儀
ゟ
頼
入
在
之
、
既
ニ
御
繪
傳
一
先

者
秋
月
公
儀
之
御
宝
蔵
ニ
納
リ
、
就
夫
祐
存
儀
不
及
力
打
過
、
其
後
益
山
・
林

山
弐
代
空ム
ナ
シ
ク敷
打
過
、
圓
従
代
ニ
、
紛
失
御
繪
傳
再
願
御
免
拝
受
仕
候

一
紛
失
御
繪
傳
再
願
之
儀
者
、
圓
従
三
十
七
才
之
時
、
紛
失
御
繪
傳
御
帰
参
無
之

故
、
此
儀
残
念
致
至
極
、
再
願
存
立
、
宝
暦
十
年
庚
辰
正
月
中
旬
致
発
足
、
京

都
登
リ
再
願
申
上
、
仏
照
寺
殿
取
次
月
番
上
田
主
殿
御
取
次
ニ
而
願
書
指
上
、

八
十
余
日
ニ
至
リ
御
免
被
為
仰
付
、
難
有
拝
受
仕
候

一
願
書
上
寺
村
与
印
指
上
申
候
、
帰
参
御
褒
美
時
分
上
寺
村
ニ
而
候
故
、
願
書
茂

上
寺
村
厳
浄
寺
与
書
上
申
候
、
就
夫
御
裏
茂
上
寺
村
与
被
為
遊
御
免
被
仰
付
候

一
紛再
失願
御
絵
伝　
　
　
　

法
如
上
人
御
判

宝
暦
十
年
庚
辰
五
月
二
日

一
湛
如
上
人
御
影　
　
　

法
如
上
人
御
判

宝
暦
十
年
庚
辰
五
月
二
日

一
後
年
ニ
至
リ
、
若
厳
浄
寺
紛
失
之
祖
師
・
高
僧
太
子
望
在
之
節
ハ
、
紛
失
之
願

申
時
者
半
礼
ニ
而
御
免
被
為
遊
候
事
也
、
筑
後
帰
参
之
節
家
内
十
余
人
牢
人
、

今
日
立
兼
候
仕
合
之
比
故
、
御
影
諸
々
ニ
預
ケ
置
候
成
行
ニ
付
、
其
後
紛
失
仕

候
故
、
此
節
祖
師
・
高
僧
太
子
御
免
被
為
遊
候
様
ニ
願
可
申
事
也

親
子
兄
弟
の
こ
と
ゆ
え
、
早
速
御
絵
伝
御
借
し
申
し
候
と
こ
ろ
、
程
な
く
、
祐

恵
相
果
て
申
さ
れ
候
。
一
七
日
仏
事
過
ぎ
、
祐
存
帰
り
申
し
候
節
、
御
絵
伝
御

供
申
す
べ
き
よ
し
申
さ
れ
候
と
こ
ろ
、
無
伝
申
さ
れ
候
に
は
、
御
絵
伝
は
手
前

に
譲
り
候
よ
う
に
申
し
置
き
致
さ
れ
候
ゆ
え
、
返
し
申
す
儀
は
叶
い
申
さ
ず
と

申
さ
れ
候
。
是
非
な
く
、
帰
り
申
さ
れ
候
。
そ
の
後
、
兄
弟
不
和
に
至
り
、
御

絵
伝
の
儀
出
入
に
罷
り
な
り
、
し
か
る
と
こ
ろ
、
浄
満
寺
よ
り
秋
月
公
儀
に
頼

み
入
り
、
秋
月
御
領
内
へ
こ
れ
な
き
真
宗
一
派
の
大
切
な
る
宝
物
に
て
ご
ざ
候

ゆ
え
、
菱
野
村
へ
帰
り
申
さ
ず
よ
う
に
あ
そ
ば
せ
ら
れ
下
さ
れ
る
べ
き
よ
し
、

重
畳
、
頼
み
上
げ
候
。
右
之
段
、
御
公
儀
よ
り
聞
き
届
け
な
さ
れ
、
福
岡
公
儀

に
秋
月
公
儀
よ
り
頼
み
入
り
こ
れ
あ
り
。
す
で
に
御
絵
伝
、
ひ
と
ま
ず
は
、
秋

月
公
儀
の
御
宝
蔵
に
納
ま
れ
り
、
そ
れ
に
つ
き
、
祐
存
儀
、
力
お
よ
ば
ず
打
ち

過
ぐ
。
そ
の
後
、
益
山
・
林
山
の
二
代
、
む
な
し
く
打
ち
過
ぐ
。
圓
従
代
に
、

紛
失
御
絵
伝
再
願
し
、
御
免
拝
受
仕
り
候
。

一
紛
失
御
絵
伝
再
願
の
儀
は
、
圓
従
三
十
七
才
の
時
、
紛
失
御
絵
伝
御
帰
参
こ
れ

な
き
ゆ
え
、
こ
の
儀
、
残
念
至
極
致
し
、
再
願
存
じ
立
て
、
宝
暦
十
年
庚
辰
正

月
中
旬
、
発
足
致
し
京
都
へ
登
り
、
再
願
申
し
上
げ
、
仏
照
寺
殿
取
次
月
番
上

田
主
殿
、
御
取
次
に
て
願
書
さ
し
上
げ
、
八
十
余
日
に
至
り
御
免
仰
せ
つ
け
ら

れ
、
あ
り
が
た
く
拝
受
仕
り
候
。

一
願
書
、
上
寺
村
と
印
し
、
さ
し
上
げ
申
し
候
。
帰
参
御
褒
美
時
分
、
上
寺
村
に

て
候
ゆ
え
、
願
書
も
上
寺
村
厳
浄
寺
と
書
き
上
げ
申
し
候
。
そ
れ
に
つ
き
、
御

裏
も
上
寺
村
と
あ
そ
ば
さ
せ
ら
れ
、
御
免
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
。



一
七

慶
福
寺
御
影

顕
如
上
人
御
影　
　
　

唯
（
准
）如

上
人
御
判

　
　

慶
長
十
七
年
壬
子
四
月
廿
四
日

祖
師
聖
人
御
影　
　
　

唯
（
准
）如

上
人
御
判

　
　

寛
永
元
年
甲
子
五
月
廿
一
日

高
僧
太
子　
　
　
　
　

唯
（
准
）如

上
人
御
判

　
　

寛
永
元
年
甲
子
五
月
廿
一
日

　
　
　

筑
後
厳
浄
寺
代
附

一
禅
宗
改
宗　
　
　
　
　
　
　
　

禅
門

一
代　
　

了
如

二
代　
　

教
善

三
代　
　

龍
祖

　
　
　
　

右
三
代
法
名
元
也

四
代　
　

善
知

　
　
　
　

厳
浄
寺
寺
号
木
佛
御
免
札
申
受

　
　
　
　

直
末
与
成
ル

五
代　
　

了
善

　
　
　
　

子
孫
断
絶
無
住
与
成
ル

一
再
願
紛
失
御
絵
伝　
　

法
如
上
人
御
判　

宝
暦
十
年
庚
辰
五
月
二
日

一
湛
如
上
人
御
影　
　
　

法
如
上
人
御
判　

宝
暦
十
年
庚
辰
五
月
二
日

一
後
年
に
至
り
、
も
し
厳
浄
寺
紛
失
の
祖
師
・
高
僧
太
子
、
望
み
こ
れ
あ
る
節
は
、

紛
失
の
願
い
申
す
時
は
、
半
礼
に
て
御
免
あ
そ
ば
せ
ら
れ
候
こ
と
な
り
。
筑
後

帰
参
の
節
、
家
内
十
余
人
、
牢
人
、
今
日
た
ち
か
ね
候
仕
合
の
こ
ろ
ゆ
え
、
御

影
諸
々
に
預
け
置
き
候
成
行
に
つ
き
、
そ
の
後
紛
失
仕
り
候
ゆ
え
、
こ
の
節
祖

師
・
高
僧
太
子
御
免
あ
そ
ば
せ
ら
れ
候
よ
う
に
、
願
い
申
す
べ
き
こ
と
な
り
。

慶
福
寺
御
影

顕
如
上
人
御
影　
　
　

唯
（
准
）如

上
人
御
判

　
　

慶
長
十
七
年
壬
子
四
月
二
十
四
日

祖
師
聖
人
御
影　
　
　

唯
（
准
）如

上
人
御
判

　
　

寛
永
元
年
甲
子
五
月
二
十
一
日

高
僧
太
子　
　
　
　
　

唯
（
准
）如

上
人
御
判

　
　

寛
永
元
年
甲
子
五
月
二
十
一
日

筑
後
厳
浄
寺
代
附

一
禅
宗
改
宗　
　
　
　
　
　
　
　

禅
門

一
代　
　

了
如



一
八

六
代　
　

了
保

　
　
　
　

此
了
保
厳
浄
寺
致
再
興

七
代　
　

祐
玄

　
　
　
　

筑
後
帰
参
厳
浄
寺

八
代　
　

祐
恵　

元
禄
十
一
年
五
月
十
九
日
往
生

九
代　
　

祐
存　

宝
永
七
年
十
一
月
廿
七
日

十
代　
　

益
山　

延
享
五
年
二
月
廿
二
日

十
一
代　

林
山　

天
明
二
年
寅
九
月
十
日

　
　
　
　

慶
福
寺
開
基
正
善
・
養
子
覚
傳
二
代
取
込
時
者
、
林
山
迄
十
三
代
成
ル

十
二
代　

圓
従　

安
永
八
年
亥
七
月
廿
九
日

十
三
代　

覚
玄　

文
化
十
四
年
丑
二
月
廿
一
日

十
四
代　

大
秀　

天
保
元
年
寅
三
月
廿
九
日

十
五
代　

重
玄　

明
治
十
一
年
正
月
十
七
日
往
生

十
六
代　

秀
天

（
白
紙
頁
）

慶
福
寺

開
基
正
善　
　
　

二
代
覚
傳　

元
禄
八
年
十
一
月
廿
九
日

三
代
祐
存　

宝
永
七
年
十
一
月
廿
七
日　
　

此
祐
存
代
よ
り
帰
参
厳
浄
寺
名
乗
也

四
代
益
山　

延
享
五
年
二
月
廿
二
日

二
代　
　

教
善

三
代　
　

龍
祖

　
　
　
　

右
三
代
法
名
元
な
り

四
代　
　

善
知

　
　
　
　

厳
浄
寺
寺
号
・
木
仏
御
免
札
申
し
受
け
、
直
末
と
な
る

五
代　
　

了
善

　
　
　
　

子
孫
断
絶
無
住
と
な
る

六
代　
　

了
保

　
　
　
　

此
了
保
厳
浄
寺
再
興
い
た
す

七
代　
　

祐
玄

　
　
　
　

筑
後
帰
参
厳
浄
寺

八
代　
　

祐
恵　

元
禄
十
一
年
五
月
十
九
日
往
生

九
代　
　

祐
存　

宝
永
七
年
十
一
月
二
十
七
日

十
代　
　

益
山　

延
享
五
年
二
月
二
十
二
日

十
一
代　

林
山　

天
明
二
年
寅
九
月
十
日

　
　
　
　
〔
慶
福
寺
開
基
正
善
養
子
覚
傳
二
代
取
り
込
む
時
は
林
山
迄
十
三
代
な

る
〕

十
二
代　

圓
従　

安
永
八
年
亥
七
月
二
十
九
日

十
三
代　

覚
玄　

文
化
十
四
年
丑
二
月
二
十
一
日

十
四
代　

大
秀　

天
保
元
年
寅
三
月
二
十
九
日

十
五
代　

重
玄　

明
治
十
一
年
正
月
十
七
日
往
生

十
六
代　

秀
天



一
九

五
代
林
山　

天
明
二
年
寅
九
月
十
日

六
代
圓
従　

安
永
八
年
亥
七
月
廿
九
日

七
代
覚
玄　

文
化
十
四
年
丑
二
月
廿
一
日

八
代
大
秀

（
白
紙
頁
）（
絵
図
）

坊
守
忌
日

祐
恵
坊
守
妙
寿　

延
宝
九
年
六
月
廿
七
日

祐
恵
坊
守
妙
存　

享
保
九
年
十
月
五
日

益
山
坊
守
妙
賛　

延
享
五
年
五
月
三
日

林
山
坊
守
妙
信　

延
享
五
年
五
月
廿
七
日

圓
従
坊
守
妙
慶　

天
明
八
年
戌
申
七
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
五
日
也

筑
後
竹
野
郡
樋
口
村
厳
浄
寺
俗
宅
ニ
別
リ

祐
恵
弟

　

七
郎
兵
衛

其
子
四
郎
兵
衛
三
男
ア
リ

一
又　

四
郎
兵
衛　

其
子
平
次
郎　

其
子
平
三
郎

二　
　

伊
八　

其
子
伊
平
次　

其
子
伊
八

三　
　

平
四
郎　

其
子
半
次
郎　

其
子
半
五
郎

（
白
紙
頁
）

慶
福
寺

開
基
正
善　
　
　

二
代
覚
傳　

元
禄
八
年
十
一
月
二
十
九
日

三
代
祐
存　

宝
永
七
年
十
一
月
二
十
七
日　
　

こ
の
祐
存
代
よ
り
帰
参
厳
浄
寺
名
乗
る
な
り

四
代
益
山　

延
享
五
年
二
月
二
十
二
日

五
代
林
山　

天
明
二
年
寅
九
月
十
日

六
代
圓
従　

安
永
八
年
亥
七
月
二
十
九
日

七
代
覚
玄　

文
化
十
四
年
丑
二
月
二
十
一
日

八
代
大
秀

（
白
紙
頁
）（
絵
図
）

坊
守
忌
日

祐
恵
坊
守
妙
寿　

延
宝
九
年
六
月
二
十
七
日

祐
恵
坊
守
妙
存　

享
保
九
年
十
月
五
日

益
山
坊
守
妙
賛　

延
享
五
年
五
月
三
日

林
山
坊
守
妙
信　

延
享
五
年
五
月
二
十
七
日

圓
従
坊
守
妙
慶　

天
明
八
年
戌
申
七
月
二
十
五
日

二
十
五
日
也



二
〇

筑
後
竹
野
郡
樋
口
村
厳
浄
寺
俗
宅
に
別
れ
り

祐
恵
弟

　

七
郎
兵
衛

そ
の
子
四
郎
兵
衛
三
男
あ
り

一
又　

四
郎
兵
衛　

そ
の
子
平
次
郎　

そ
の
子
平
三
郎

二　
　

伊
八　

そ
の
子
伊
平
次　

そ
の
子
伊
八

三　
　

平
四
郎　

そ
の
子
半
次
郎　

そ
の
子
半
五
郎

（
お
が
た　

と
も
み
：
ア
ジ
ア
文
化
学
科　

講
師
）



二
一

祖　　玄

了　　知
正

行 教　　善

寺
□　　　　　　　　　　准如上人に御奉公 龍　　祖

善　　知

　　　　正 　善
了　　養 子跡断絶。西行寺はこの後無住となる。

正善女 　覚傳 了　　保

　　　夜須郡教法寺より養子

　　　〈元禄８年（1695）11月29日〉 祐　　玄
〈延宝9年6月27日〉

妙壽 　　　　（兄） 　　　　（弟）

妙存 祐　　恵
〈享保9年10月5日〉

　　　　　　　　　　　　　　　 七郎兵衛

无傳（弟） 浄満寺住職

四郎兵衛

　　　　　　
　　　　　覚 傳女 祐　　存 （兄） 平四郎 伊八 四郎兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈宝永7年（1710）11月27日〉

　　　　　　　　　　　　　天和3年（1683）仏照寺下となり厳浄寺名乗る

半次郎 伊平次 平次郎
妙賛 益　　山

〈延享5年5月3日〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈延享5年（1748）2月22日〉

　　　　　　　　　　　　　　 半五郎 伊八 平三郎

妙信 林　　山
〈延享5年5月27日〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈天明2年（1782）9月10日〉

妙慶 圓　　従
〈天明8年7月25日〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈安永8年（1779）7月29日〉

覚　　玄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈文化14年（1817）2月21日〉

大　　秀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈天保元年（1830年）3月29日〉

重　　玄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈明治11年（1878年）正月17日〉

秀　　天

　　　　　＊ 本系図は『筑之紫陽上座郡菱野邑厳浄寺来由』と『厳浄寺慶福寺来由書』より作成した。
　　　　　＊ 祐恵の没年月は『厳浄寺来由』では元禄7年で、『厳浄寺慶福寺来由書』では11年となっている。

〈慶福寺〉

系図　〈　厳浄寺　・　慶福寺　の歴代住職　〉

正行寺（禅寺）を簑生山半復清水から筑後竹野郡樋
口村へ移す

芸州生れ平家後裔。　長禄元年（１４５７）６月存如上
人往生の折り改宗し、西派となる。

大永年中(1521～）寺号・木仏・御印札を拝受し直末と
なる。西行寺院内地主堂の仏像（中尊阿弥陀仏）を厳
浄寺へ移し本尊とする。

　　　　紛失御絵傳再願

明暦3年（1657）城主逝去
の折西派へ帰参。筑後国
樋口村から筑前国上寺
村へ移る。夜須郡下高場
村浄満寺再興。＊〈元禄7
年（又は11年）5月19日死
去〉

寛文年中（1661）慶福寺
を厳浄寺に改める。

正保年中（1644～）久留米城主の命により東派へ改派

　　　俗名駒之助。慶福寺の養子となる　　

准如上人より名号など拝
受。豊後大内田より菱野
村へ移る。

菱野村住人俗名大内田土佐、同村庄
屋を務め四郎兵衛と改名。老後入道し
正善と号す。真宗の寺を建立。寺号・
木仏・御印札・四幅絵伝を拝受。

男菱野村庄屋
肥後住人俗名城久右衛門次男平右衛門、筑後へ引
越す。三郡（生葉・竹野・山本）代官職を務め、晩年入
道し了保と号し厳浄寺を再興。

〈
正
　
行
　
寺
〉




